
 

 

 

 

第２回下羽田遺跡現地説明会資料 

平成 23 年２月 27 日（日） 

調 査 主 体   滋 賀 県 教 育 委 員 会 

調 査 機 関  財 団 法 人 滋 賀 県 文 化 財 保 護 協 会 



１．下羽田遺跡の位置と周辺の調査 
下羽田遺跡は東近江市下羽田町から上平木町にかけて位置しています。遺跡の東には岩倉山・瓶

割山、西に雪野山の北端にはさまれ、白鳥川を始めとした小河川が多く集まり、水の豊富な地域と

して、古くから水稲耕作等に適した地であったと推定されています。 

これまでの調査では、今回の調査地の南側で昭和 54 年度に行われた滋賀県教育委員会・財団法人

滋賀県文化財保護協会の調査で、縄文時代晩期末の土器棺墓（どきかんぼ）や木棺墓（もっかんぼ）

などが確認され、今回の調査地の西側で昭和 62 年度に行われた旧八日市市教育委員会の調査では、

古墳時代前期から飛鳥・藤原時代までの竪穴住居群や飛鳥・藤原時代以降の掘立柱建物（ほったて

ばしらたてもの）などが見つかっています。また、昨年度の調査で、古墳時代前期から中期にかけ

ての竪穴住居 10 棟と古墳時代前期の土坑墓 13 基、奈良時代末から平安時代初頭の掘立柱建物４棟

以上、土器廃棄遺構１基、平安時代の石敷遺構１基、時期不明の井戸１基、河道跡などが見つかり、

連綿と集落が営まれていたことがわかりました。 

 
２．発掘調査の成果 

（１）今回の調査区の概要 

今回の発掘調査は、昨年度より継続して浄化池工事計画に伴う調査として実施しています。発掘調

査は現在も継続中ですが、今年度調査対象地（面積 4,540 ㎡）で縄文時代晩期から鎌倉時代以降の遺

構や遺物が見つかりました。古墳時代から鎌倉時代以降の遺構には、耕作関係の素掘り溝群や調査区

の南端付近で掘立柱建物の一部が確認されていますが、主に縄文時代晩期末（約 2,400 年前）の集
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写真２ 掘立柱建物 

落跡が中心となります。縄文時代晩期末の集落は、竪穴住居や掘立柱建物などの居住域に隣接し

て土器棺墓や土坑墓などの墓が配置されています。集落の規模や居住域と墓の関係を知ることが

できると共に、竪穴住居と掘立柱建物で構成される居住域の発見は、近畿地方で初めてです。 

 
（２）縄文時代晩期の遺構と遺物（図２） 

１.竪穴住居（写真１）・・地面を半地下式に掘り窪めた底を床とし、そこに炉を設置し、上

部に屋根を葺く建物。 

全体で６軒見つかっています。鎌倉時代以降

の耕地化（水田・畑など）により大きく削られ

ており、そのうち４軒は掘りこみが残存せず、

柱穴のみか、炉と柱穴が見つかっています。大

きさが推定できる竪穴住居は直径５ｍを超え

る程度で、平面形は不整円形を呈しています。

竪穴住居１・２および竪穴住居５・６は建て替

えられており、住居を建て替えながら、数十年

間継続して生活していたことがわかります。竪

穴住居２から竪穴住居１へ、竪穴住居６から竪

穴住居５へ建て替えられています。 

また、炉については、竪穴住居４・５はともに長径１ｍ程度で、竪穴住居５では炭化材（燃

料材）が見つかっています。 

 

２．掘立柱建物(写真２)・・竪穴住居のように地面を掘り込まず、地面を床とするか、高床

とした建物で、今回の建物は、他の遺跡の事例から地面を床に

した平地建物と考えられます。 

全部で５棟見つかっていますが、そのうち２棟は

竪穴住居が後世に削られて柱穴だけが残ったもの

の可能性があります。掘立柱建物１・２は２間１間

（約 3.7ｍ×約 2.3ｍ程度）で、奈良県御所市観音

寺・本馬（かんのんじ・ほんば）遺跡でみつかった

晩期中葉（2,750 年前）の平地住居とされる形態に

類似しています。掘立柱建物３は１間×１間（約３

ｍ×３ｍ）で、本調査地の南東 400ｍで昭和 54 年

に県営ほ場整備事業に伴って行われた調査で見つ

かった、１間×１間の炉を伴う建物に類似していま

す。 

これらの建物の形態の差は、建物の機能差と考えられますが、竪穴住居の機能については

明確にはなっていません。いずれの建物も焼土等は確認されていませんが、観音寺・本馬遺

跡や昭和 54 年調査の下羽田遺跡の例から、平地建物であると考えられます。 

 

３.土坑墓(写真３)・・地面に楕円形や長方形の穴を掘り、人を直接埋めた墓。 

全部で 12 基見つかっています。平面形は楕円形（小判形）や隅丸長方形などを呈してい

ます。 大で長径約 1.6ｍ、短径 0.8ｍ、 少で長径約 0.9ｍ、短径約 0.5ｍで、長径約 1.4

ｍおよび長径 1.1ｍのものが多いことがわかりました。墓の中に人骨や副葬品等はありませ

んでしたが、埋葬人骨が出土した大津市滋賀里遺跡の事例から考えますと、幼児から大人の
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墓であると考えられます。 

４.土器棺墓(写真４)・・地面に穴を掘り、生まれた

ての子供や大人を骨にし、その

骨を土器の中に入れ埋めた墓。 

全部で３基見つかっています。埋設方法のわかる

２基の土器棺墓は、いずれも高さ約 50cm の土器を

横に向けて埋めていて、中から人骨の出土はありま

せんでした。県内で土器棺墓から人骨が出土した例

は、滋賀里遺跡では新生児の骨や幼児から大人の再

埋葬した骨が出土した例や、多賀町土田遺跡では大 

   人の焼人骨が出土した例があります。このように 

土器棺墓への埋葬方法は、亡くなった新生児を直  

接埋葬する例や、幼児から大人を一端骨にしてか  

ら再埋葬あるいは火にかける例など、多様性に富 

んでいます。したがって、今回見つかった土器棺 

墓がどのような年齢の人が埋葬されたのかは不明 

です。 

また、土器棺墓のうちの１基には、胴部に４㎝×

３cm の穿孔が認められます。土器棺墓を埋めるに 

あたり、何らかの儀礼を行っていたようです。 

 

５.縄文時代晩期末の遺物 

遺物の出土は多くありませんが、土器棺として使われた壺や深鉢などの土器、矢の先端に付

ける石鏃、植物加工に用いられた磨石類や石器の素材となる剥片などが見つかっています。 
 

（３）発見された縄文時代晩期末の集落の意義 

今回発見された縄文時代晩期末の集落の特徴は、以下のとおりです。 

１． 縄文時代晩期末としては近畿地方で初めて、竪穴住居と掘立柱建物が同じ遺跡から見つ

かりました。 

２． 竪穴住居や掘立柱建物は、地形的に高い南側（旧八日市市・旧蒲生町側）から低い北側（琵

琶湖側）に向かって弧状に配置され、住居や建物の南側の一画に土坑墓や土器棺墓などの墓

が近接して造られていました。縄文時代晩期末の集落としては、県内で初めて具体的に 1つ

の集落の範囲や大きさがわかる例として挙げられます。 

３． 昭和 54 年度の県営ほ場整備事業に伴う発掘調査を行った地点（縄文時代晩期末の住居、

柵、土器棺墓、土坑墓、木棺墓）や平成 22 年度の県営ほ場整備事業に伴う発掘調査を行っ

た地点（縄文時代晩期末の小穴）では、今回見つかった縄文時代晩期末の集落と同じ頃の住

居などの遺構が見つかっていることから、今回見つかった集落と同規模の集落が 400ｍ程度

離れた場所に点在し、地域社会を構成していたと考えられます。 



図２ 縄文時代晩期遺構配置図   



 

竪穴住居と集落の様子 

土器棺墓(再葬墓) 土坑墓 

参考資料 下羽田遺跡の復元ではありませんが、泉拓良・西田泰民編『縄文
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